
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

委託料

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

正規職員     （人）

本庁・出先機関・学校・保育所間における情報やデータの送受信の安定化を図ります。そのため、ウイルス対策をはじめ、ネットワーク管理とし
て、ファイウォール、ネットワーク監視（障害発見）・フィルター・不正アクセス禁止などのシステムの円滑な稼動を図る業務を行います。

高度情報通信ネットワーク社会形成基本法終了年度

H18（予算）

ネットワークシステム管理経費竹本　　昇

H19（予算）

92

活動指標
2 2 2

平成

連絡先

92

細々目

H18

成果（どうなるのか）

箇所

H17
単位

ネットワーク化した施設数

H19

92

単位

０９
項
目

１０４
０１

H20（目標）H18

名            称
一般会計
総務費
総務管理費

会計
コード

０１

０１
０２款

コード 名               称

52 高度情報化に対応した地域と市役所をつくる

Ａ

総合評価

 情報通信技術（ＬＡＮ）と通信回線を活用し、本庁・出先機関・学校・保育所間における情報やデータの送受
信の安定的なネットワーク環境を確保します。

目標

H19（目標）指標設定の考え方

ネットワーク・システムの安定稼動日数
／３６５日

％
100

目標

　一年３６５日を分母とし、ネットワーク・システムの安定稼動日数
を分子として、安定稼働率を成果の指標としました。
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100

34,159
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評
価

有効性

達成度

効率性

必要性

事業の目的の成果を測る指標

83,805

4

4

4

4

63,436
14,400
69,405

34,159

14,400 14,400

細目
情報化推進費

　地理的に離れた伊賀市内の公共施設接に設置の端末機を、光や同軸
ケーブルでネットワーク化し、業務の迅速な処理を可能にします。

事務管理経費

対象等（何を、誰を）

22-9625

根拠法令・要綱等年度

ソフト事業

対象等（何を、誰を）
・対象業務（何を）＝公共施設の通信回線によるネットワーク化。ウイ
ルス侵入防止による安全なネットワーク業務の管理
・直接の対象（誰を）＝全職員
・最終的な対象（誰を）＝全市民

事業名

基本施策

135

伊賀市　事務事業評価シート

担当部課名

ネットワークシステム管理経費

企画振興部　情報政策課

開始年度 平成 年度17

H17

使用料及び賃借料

77,836

29,277

2,741
通信線工事費
備品購入費

3,616

１７年度において、１８年度組織改革にむけたネットワーク環境の整備を行いました。

実績値 目標値

100

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財


